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　　　　　　　　　　　　　　　「方法論的序章」　正　誤　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木　村　徳　国

　　拙稿「方法論的序章」（北大工学部研究報告，No．19，昭和33年7月）は，筆者の票情により校正を

なし得ず，下紀のようなミスプ：）ントを含んでおります。恐縮ながら御訂正下さるよう御願いいたしま

す。

頁

1

1

2

2

5

9

9

10

10

11

12

12

15

15

15

15

19

21

21

21

22

22

23

24

24

24

25

25

26

28

28

30

30

　行

　7

　8

　9
　31

　33

　23

　3）

　7
　27

　31

　5
　23

　10

　21

　22

　26

　1
　15

　15

　18

　22

　31

　12

　18

　20

　27

　7
　20

　12

グラフー1

グラフー2

　　1

　8

　　　　　　　　正

　　　　　　誤
　

aufsatz

Wohdungsstils

　　　り　　　　
相重ねると云う

　　　　　　　第二次大戦以後

　　　　　　　●
ハーブティンバ

　　　把え　れるので

　　　　　　　軽い意味だけ　採用

　　　　　建築様式　的佐宅史に

　　　　　　変調過渡期　於ける

　　　　弁舐法　唯物論

来層有の

　　　理解が進めることが

　　　　　　
一一ﾊの歴史　と並んで

　　　　　　　　●

　　　　ほ　　　
住宅様式　　の諸絹

　　　として偲ているので
　

存問和風で

　　　り詞時にが出すのである

　　　　　　●統一体として

　　　　　　形づくるものであるが

　　のおいたに過ぎず

　　　　　　　　計画学的なものに

　　　　各段階をの

　　　　　　側面的な形　の

　　　　　　　　　　　　　　

存在しなかった

　ロ内存する

　　　　　　の　じ
史料についても

　　　　　　　　　り
機能と　　　は

　　り住宅帳数別規模分布図

　　　　　　住宅所有好讐帳数

　　　　ロ住宅様式吏的

　　　昭和33年

（難築史研究No．26参照）
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